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人文総合情報室で
レファレンス司書（2005-2021年）

1992年「入館」（＝入省・入庁）



講義の概要

1. 代行からセルフへ：サービス輸入失敗史

2. レファのコツ（技法論）

3. 汎用ツール置き場

4. 超汎用ツール：NDLデジコレ

5. 事例に即してコツを知る

6. スキルアップについて AIをどうするか
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代行からセルフへ
サービス輸入失敗史
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熱心な人の誤解
このサービス＝利用者の代わりに調べてあげること

そうは言っても最初は代行するんでしょ
そう。実演販売の実演みたいなもの



代行からセルフへ①
サービス輸入失敗史

a. 「レファレンスは訳せない」説 1948→誤訳「考査」

b. 代行業と誤解＝NDL調査及び立法考査局1948-

c. 貸出との不幸なリンク＝貸出後にやろう 1970s
※第一次ブームの立役者・志智嘉九郎は貸出・レファ無関係説
だった
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a. 「レファ本」「レファ協」という言い方
「参照」と（ココロの中で）訳せばよい→eg.参照質問，参
照文献，参照作業 cf.参考図書

b. 「セルフ・レファレンス」の提唱 by 斎藤文男

c. 第二次レファレンス・ブーム
レファ協DB （NDL）2002-
パスファインダーの流行（当初は大学図書館）2000s

今まで

2000年ごろから



a.禁止規定への懐疑

• JLA 公共図書館部会 参考事務分科会参考事務規程（1961）
（第一次レファブーム遺産）

• 法律がらみ、人生相談、宿題、医療、翻訳なども受けたら
（糸賀雅児）

b.ネットとの関係

• ネット情報源の取込み
不十分
eg.ウィキペディアも使いよう

c. 新自由主義的批判

• 完全代行なら給付行政
では？→課金への道
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小林昌樹.「参照」してもらうのがレファレンス･サービス：インダイレクトこそサービスの本態．
図書館は市民と本・情報をむすぶ．勁草書房刊，2015．p.178-187. 新しいレファレンス理
解。大阪府立図書館市場化テストなどレファレンス不要論を受けてのもの

代行からセルフへ②
旧来の枠組みを疑う

画像：映画Exlibris 2017より

https://researchmap.jp/shomotsu/published_papers/14949248
https://researchmap.jp/shomotsu/published_papers/14949248
https://researchmap.jp/shomotsu/published_papers/14949248
https://researchmap.jp/shomotsu/published_papers/14949248
https://researchmap.jp/shomotsu/published_papers/14949248
https://researchmap.jp/shomotsu/published_papers/14949248


レファレンスのコツ
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参照：小さな調べもの

コツ（骨法）≒技法
レファ技法論は図書館界にほぼなかった
あったのはツール論（ツールのリスト）
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2006年
人文総合情報室

1990年前後？
NDL
参考図書室

どこが違う？
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レファ本 ２万冊（0,1,2,7,8,9類）

パソコン画面内のデフォ
a. Google
b. 人文リンク集
c. OPAC（NDLサーチ）

カウンター
／事務机

閉架書庫 4700万点

コツ①
どこに潜んでいた？

NDL人文課の例
2000s末〜

使うのは協力
レファだけ

大規模書誌
はネットへ
移行 
2000s-

←この矢印部分にコツが潜んでいた

デジ化→
デジコレ数百万点

余談：NDLでは協力レファ以外、レファレンサーは書庫に入らない



コツ②
無理やり説明すると
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事例：実戦。ギリ出た事例＝良い事例 whyを考える
考え方 ：国、時代区分、主題ごとの切り分け法など
予備知識：浅く広い主題知識＋汎用ツールの知識
チップス：tips、ツールのささいな用法上の注意など
新ツール：ネット情報源の報知体制が館界にほぼない

どういう場合に、→
どう考えて、 → →
何と何を → → →
どんなふうに使うか → → チップス

予備知識

事例
考え方

新ツール への注意：昨日いきなり出来たりも

「コツ」
の中身

コツ：一連の動作中に無意識的に次々繰り出される
職人的レファレンサー：徒弟奉公で伝承

（ティップス）
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ユーザ：小林鉄次郎とい
う人物について知りた
いのだけれど…
司書：（人物文献の棚へ歩き

ながら）何をしていた方
ですか？
ユーザ：よく分からない
けど、道具屋って聞い
たなぁ
司書：聞いた、というと、
もしかするとご先祖さ
まですか？

カウンターで
同じ主題でも見る文脈でtoolが全く
異なる

Reference tool 出版物の性
格

a 有名人
(超有名人)

人名事典
伝記

一般的

b 限定的
有名人

(半有名人)

政府職員録
人名鑑（紳士録・
淑女録）

専門的
特殊

c 無名人
電話帳
住宅地図
戸籍・名簿

特殊
非出版物
文書

人物調査の３類型

インタビュー(問い返し)で質問の文脈を知る

考え方

コツ③
人物レファの場合
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事例：どういう場合に
無名ないし半有名人のファミリーヒストリーの場合に

考え方 ：どう考えて
人物調査は３類型で考えると効率的

予備知識：何と何を
公務員系なら職員録、民間人なら人名録、戦後なら電話帳

チップス：どんなふうに使うか
祖父の名前なら（祖母は旧姓でその親を）

新ツール：新ツールができたかも
NDLデジコレ（後述）がファミリーヒストリーにぴったり

コツ④
人物レファの場合

「人物調査の３類型」「同時に出るもの探索法」など、個々の技法開発
（言語化）を名付けがまだ全然できていない→一部「調べる技術」に



汎用ツール置き場
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ネット情報源のありか

新ツール

もっとも重要な

新ツール の発見が依然として課題
以前は館外の古本仲間（在野研究者）に聞いていた
X（ツイッター）で知ったり、カレントアウェアネス
で知ったり

予備知識についての



置き場① ツールのリスト*

規模 図書（冊子）を採録するもの ネット情報源を採録するもの

小

(厳選)

①長澤雅男
『レファレンスブックス』（2020）
476点

❶NDL人文リンク集（2006, 公開
2011-）約700件（1年に1割入替）
❷高鍬裕樹『デジタル情報資源の検索』
（2005-2014）
❸大学/県立図のDBリンク集、数百？

中 ②『日本の参考図書（4版）』
（2002）7033点
②-a日本の参考図書Web版 デモ版
②-bNDL参考図書紹介
②-c『日本の参考図書四季版』
（1967-）

❹『データベース台帳総覧』（1983-
2005）約5000件？
❺調べ方案内（NDLリサナビ内）ト
ピック別

大

(網羅的)

③『日本書誌の書誌』
（1973-2006）採録は国初〜
ca.1970
③-a『書誌年鑑』（1982-）
④NDLサーチの専門情報室開架分3万

❻NDLデータベース・ナビゲーション
・サービス（Dnavi）（2002-2014
停止）22,196件 （2014現在21%が
公開停止）

14

＊専門語では「参考図書紹介」「参考図書の解題書誌」

いままでネット情報源リストの比較・紹介がなかった

https://rnavi.ndl.go.jp/humanities/jinbunlinks.php
https://rnavi.ndl.go.jp/humanities/jinbunlinks.php
http://www.jrb-db.org/
http://www.jrb-db.org/
http://www.jrb-db.org/
http://rnavi.ndl.go.jp/sanko/
http://rnavi.ndl.go.jp/sanko/
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/
https://ndlsearch.ndl.go.jp/
https://ndlsearch.ndl.go.jp/
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8427554
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8427554
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8427554


置き場② NDL人文リンク集
• ネット情報源がひととおりリンク • 総記と人文

（思想、歴史、民俗、建築史、

放送番組、芸術、言語、文学）
科学／社会系はない

• NDC順
→そのジャンルにDBが
ない（orなくなった）と
わかる

• ２階層
（下階層を使う）

• 実際使う／使える物

• リンク切れ少ない 1年
で1割入れかわる

• 700点以上のDB。多く
が無料

• 現場で自然発生（2006-）

予算ゼロ cf.Dnavi

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/guides/humanitieslinks/index.html 15

NDC順

最下層を

私は趣味の研究で
家から毎日使っていた

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/guides/humanitieslinks/index.html
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置き場③ NDLリサーチ・ナビ

• 実は人文リンク集は、NDLリサーチ・ナビに置いてある

• 本来「調べ方案内」(library pathfinder)置き場

• 当該項目がもしあれば、くわしくツールがわかる

• ただし当該項目（≒DB）が「ない」ことがすぐわからない
  →なければ即座に紙ツールへ移行する

https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi
https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi
https://en.wikipedia.org/wiki/Pathfinder_(library_science)
https://www.google.com/search?q=%E6%9B%B8%E8%A9%95+%E8%AA%BF%E3%81%B9%E3%82%8B&rlz=1C5CHFA_enJP1062JP1062&oq=%E6%9B%B8%E8%A9%95%E3%80%80%E8%AA%BF%E3%81%B9%E3%82%8B&gs_lcrp=EgZjaHJvbWUyBggAEEUYOTIICAEQABgIGB4yCggCEAAYgAQYogQyCggDEAAYogQYiQUyBwgEEAAY7wUyCggFEAAYgAQYogQyCggGEAAYgAQYogTSAQg0MjgzajBqNKgCALACAQ&sourceid=chrome&ie=UTF-8
https://www.google.com/search?q=%E6%9B%B8%E8%A9%95+%E8%AA%BF%E3%81%B9%E3%82%8B&rlz=1C5CHFA_enJP1062JP1062&oq=%E6%9B%B8%E8%A9%95%E3%80%80%E8%AA%BF%E3%81%B9%E3%82%8B&gs_lcrp=EgZjaHJvbWUyBggAEEUYOTIICAEQABgIGB4yCggCEAAYgAQYogQyCggDEAAYogQYiQUyBwgEEAAY7wUyCggFEAAYgAQYogQyCggGEAAYgAQYogTSAQg0MjgzajBqNKgCALACAQ&sourceid=chrome&ie=UTF-8


超汎用ツール

NDLデジコレ

2022.12！ NDLデジコレが別人格に
永田町に行かなくても昔のことならOKに
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予備知識

最重要な

参考：大検索時代のレファレンス・チップス
第1回 デジコレの2022年末リニューアルを
チェック！ ファミリー・ヒストリー編

https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
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*『本の雑誌』2024.10より。
網部分をデジ化中 単位「点」は合冊製本、
CDなどを含む

NDLデジタルコレクション
   (リニューアル2022-)

旧NDLデジタル化資料(2011-)

旧NDL近デジ (2002-2016)

新ツール

４年前、日本中の家の隣に
NDLが建った！

150年分の4700万点

デジコレ：撮影、フルテキ化作業の順序
2000年までの図書、雑誌ほぼ完了

「初めて「全米が泣いた」映画が登場したのはいつ？」ねとらぼ

https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?pageNum=0&pageSize=100&sortKey=ISSUED_ASC&fullText=true&includeVolumeNum=true&keyword=%E5%85%A8%E7%B1%B3%E3%81%8C%E6%B3%A3%E3%81%84%E3%81%9F&displayMode=list&accessRestrictions=internet&accessRestrictions=ooc&accessRestrictions=inlibrary
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?pageNum=0&pageSize=100&sortKey=ISSUED_ASC&fullText=true&includeVolumeNum=true&keyword=%E5%85%A8%E7%B1%B3%E3%81%8C%E6%B3%A3%E3%81%84%E3%81%9F&displayMode=list&accessRestrictions=internet&accessRestrictions=ooc&accessRestrictions=inlibrary
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?pageNum=0&pageSize=100&sortKey=ISSUED_ASC&fullText=true&includeVolumeNum=true&keyword=%E5%85%A8%E7%B1%B3%E3%81%8C%E6%B3%A3%E3%81%84%E3%81%9F&displayMode=list&accessRestrictions=internet&accessRestrictions=ooc&accessRestrictions=inlibrary
https://nlab.itmedia.co.jp/research/articles/1139/


デジコレ→ファミリーヒストリーに有効

フルテキ化の拡大(随時)
過去の重要資料に注意

新ツール

19←しかしOCRは常に完全ではない

チップス

祖父の名が結構ヒット

『官報』にも出てい
る……

https://x.com/Hissak0Anj0/status/1878424954825314649
https://x.com/Hissak0Anj0/status/1878424954825314649
https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?accessRestrictions=internet&accessRestrictions=ooc&accessRestrictions=inlibrary&collection=A00001&collection=A00002&collection=A00022&collection=A00003&collection=A00014&collection=A00015&collection=A00188&collection=A00017&collection=A00016&collection=A00019&collection=A00121&collection=A00024&collection=A00152&collection=A00150&collection=A00173&collection=A00122&collection=A00162&collection=B00000&keyword=%E6%B5%85%E9%A6%99%E5%8B%87%E5%90%89&fullText=true&eraType=AD&availableType=Persend&identifierItem=ISBN&includeVolumeNum=true&pageNum=0&pageSize=100&sortKey=ISSUED_ASC&displayMode=list


事例に即してコツを知る

2020

というか、事例を介してしか、小さなチップスは憶えられない

よい事例≠多い事例
よい事例=心に残る事例（失敗や気付き、ギリギリ出た事例）
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質問1：
〈セルフ・レファレンス〉を提唱した
都立図書館員の“サイトウ・フミオ”
さん、いつ亡くなったんだっけ？

参考 私のネット連載
「ネット上で確からしい人物情報を拾うワザ――
国営の典拠DBを人名事典として使う」
「デジコレの2022年末リニューアルをチェッ
ク！ ファミリー・ヒストリー編」
「ネット上で確からしい人物情報を探すワザ 現
代人編」

業界でちょっと有名だった人の履歴

事例

https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips02/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips02/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips02/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips02/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips02/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_01/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_05/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_05/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_05/


人物調査の三類型
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考え方

予備知識

「なぜ人名事典は質問に役立たずなんだろう？」という疑問から2011年ごろ気づいた



• 日外Whoplusは
100万人収録して
いるが…

• 人文リンクの人物
の項、不出来※

• 本を書いた人なら
全員→NDL典拠に
100万人収録

• 「よみ」だけでも
引ける

• 姓名はスペースで
切り離して→続き
でもOKに2026?-
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限定的有名人を調べる
人物調査の三類型から

出典←人物文献索引とし
ても使えるフィールド

予備知識

考え方

チップス

※典拠ファイルを人名事典として使う発想がない→「として法」

https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/humanities/link_people
https://id.ndl.go.jp/auth/ndlsh
https://id.ndl.go.jp/auth/ndlsh
https://id.ndl.go.jp/auth/ndla/?qw=%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88%E3%82%A6%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%9F%E3%82%AA&g=all
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質問2：
「ファーストシューズ」という欧米の
習慣についての文献がほしい

参考
レファ協事例
「 「ファースト・シューズ」という風習の起源に
ついて知りたい」

生活系のネタは記事検索がむずかしかった

事例

ギリギリ見つかった事例＝良い事例
→なぜ出たのか後から考える

https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000218916
https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000218916


「文献」≒記事
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• 本はわりと簡単に 2000s〜 NDLサーチ Worldcat

• 「文献」≒記事／論文

• 記事＝ものを考える（レポート書きなどの）起点

• 自分がどのレベルを検索中なのか常に意識する

ツール／検索システム→ OPA
C

記 事
索引

事 項
索引

語 句
索引

Googleブックス
NDLデジコレ

粒度レベル↓

大 1. 本1冊・紙誌名 ○ △

↑ 2. 目次・記事の論題 △ ○ △

↓ 3. 本文：項目・事項 ○ △

小 4. 本文：語句・文字 ○ △

情報粒度とツールの対応表

（情報）粒度：情報単位の細かさ。検索システムの分析深度（浅い⇔深い）に対応。
目次・論題：単行書の目次、雑誌・新聞の論題。雑誌の特集名はこの上位だが便宜上ここ

予備知識

考え方

https://www.google.com/search?q=%E2%80%9D%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BA%E2%80%9D+&sca_esv=7b016402bb0bf89b&authuser=0&udm=36&biw=1275&bih=934&sxsrf=AE3TifMipts2dPD8lYmiUPNNE2yAxk1E9A%3A1759311860463&ei=9PfcaO2AHNrH0-kP3qXMiQw&ved=0ahUKEwjtyvez24KQAxXa4zQHHd4SM8EQ4dUDCBA&uact=5&oq=%E2%80%9D%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BA%E2%80%9D+&gs_lp=EhBnd3Mtd2l6LW1vZGVsZXNzIiLigJ3jg5XjgqHjg7zjgrnjg4jjgrfjg6Xjg7zjgrrigJ0gMg0QABiABBixAxhDGIoFMg0QABiABBixAxhDGIoFMgUQABiABDIFEAAYgAQyChAAGIAEGEMYigUyBRAAGIAEMgoQABiABBhDGIoFMgoQABiABBhDGIoFMgoQABiABBhDGIoFMgUQABiABEiaCVD3Blj3BnABeACQAQCYAWmgAWmqAQMwLjG4AQPIAQD4AQGYAgKgAnTCAgcQABiwAxgewgILEAAYgAQYsAMYogTCAgsQABiwAxiiBBiJBcICCBAAGLADGO8FmAMAiAYBkAYGkgcDMS4xoAeuBbIHAzAuMbgHb8IHAzItMsgHCA&sclient=gws-wiz-modeless


普通の雑誌記事索引で文献が見つからない

26

生活ネタとはいえ
ほとんど出ない段階で
アヤシイ話題と推測する
のがレファの定石

もちろん平行して
ググるし、Google
ブックスも見る
当然、新聞DBも検索

https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/humanities/link_article


27

各種雑索の得意ジャンル

記事件数はよくわからないものも多い DBは凡例が弱い
いきなり（？）名前が変わることも eg.jの国文研DB

予備知識

国文学・アーカイブズ学論文DB
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• 販売サイトを
記事索引として
使う

• 巻号を確認
→NDL遠隔複
写（ただし欠号

「として使う」法（として法）＋NDLオンラインとの組み合わせ

チップス

考え方

Fujisan.co.jpに趣味・生活系雑誌の目次情報が
予備知識

https://www.fujisan.co.jp/zasshi_search/?t=s&qk=%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BA&tb=c&limit=12
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各種雑索の採録年代

こういった知識をベテランは自然に身に着けている
リンク集には書ききれない→小林著（2022）を参照

予備知識

国文学・アーカイブズ学論文DB 1888

実は得意ジャンルより採録年代のほうが重要



30

レファレンス難易度の時代区分
（日本限定で何にでも）

• 日本がらみなら、なんでも３区分→困難度≒コスパ≒タイパの予測
• 前近代が容易なのに注意
• 戦前のことがわかるDBだけ気にかけておけば効率的
• ある外国人「たった100年前のこともわからないの？！」（2011年頃）
• 常識すぎて書かれない「こんなのあたりまえ」だから

予備知識 考え方

前近代
〜江戸時代

戦前
明治大正 昭和前期

戦後
昭和後期 情報化 ネット時代

年代 〜1868 〜1923 〜1945 1945〜 ca.1985〜 ca.1995〜

レファ
難易度

ある意味
容易

相当
困難

そこそこ
困難

ふつう 比較的
容易

容易

その要因 質問の出
所が限定
的

関東大震
災

空襲 全国書誌
図書館

Digital 
born text
新聞,目録

Windows
HP
Blog
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質問３：
「マンガについてのレファ本を10万円
分買いたいから最新の候補リストを」

新興学問（知識分野）のレファ本は少ない

事例

国家図書館で直接来館サービスをやる意味
＝国立図書館のモデル効果
ex. 国際子ども図書館

参考：大検索時代のレファレンス・チップス
「第4回 予算無限大の理想のコレクションから、現役のレファ本を見つける
ワザ

https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_04/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_04/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_04/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_04/
https://www.libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_04/
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NDL サーチでNDLレファレンス室の所蔵データを、
購入検討用のレファ本リストとして使う

チップス

考え方
新NDLサーチでNDL人文総合情報室にあるマンガ類を検索

←とりあえずNDCで前方
一致（*）

←書誌データ
は空欄に

←「全国の図書館」は純粋な書誌検索なら、
はずすのがベター

←項目追加で、
所蔵場所>人文総合情報室

「マンガについてのレファ本を10万円分買って」
事例

• NDL「参考図書紹介」（リサーチ・ナビ
内）https://rnavi.ndl.go.jp/sanko/  
1990s-2024

• JLA日本の参考図書web版は……
http://www.jrb-db.org/ -2009

https://ndlsearch.ndl.go.jp/search?cs=bib&display=panel&from=0&size=20&sort=published:desc&f-ht=ndl&f-ht=library&f-hp=TMJIJ&f-ndc=726*
https://ndlsearch.ndl.go.jp/search?cs=bib&display=panel&from=0&size=20&sort=published:desc&f-ht=ndl&f-ht=library&f-hp=TMJIJ&f-ndc=726*
https://ndlsearch.ndl.go.jp/search?cs=bib&display=panel&from=0&size=20&sort=published:desc&f-ht=ndl&f-ht=library&f-hp=TMJIJ&f-ndc=726*
https://ndlsearch.ndl.go.jp/search?cs=bib&display=panel&from=0&size=20&sort=published:desc&f-ht=ndl&f-ht=library&f-hp=TMJIJ&f-ndc=726*
https://ndlsearch.ndl.go.jp/search?cs=bib&display=panel&from=0&size=20&sort=published:desc&f-ht=ndl&f-ht=library&f-hp=TMJIJ&f-ndc=726*
https://rnavi.ndl.go.jp/sanko/
http://www.jrb-db.org/
http://www.jrb-db.org/
http://www.jrb-db.org/


こうの史代『ギガタウン : 漫符図譜』
朝日新聞出版, 2018

形式的に「参考図書」にあてはまらないも
のでもレファ本として使うことができる資
料はレファレンス・コレクションに加える

考え方

33



スキルアップについて

3434

提言、記録
AIとのつきあい
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潜んでいるコツはかなり深堀りしないと
出てこない
レファレンス遂行中に無意識的に発動さ
れるから

小林昌樹, 村尾優子. レファレンスの事例分析
から汎用スキルを抽出する試み：その共有の
ために. 図書館雑誌. 2017, 111(2), p.75 -
77.

スキルアップ①前提

・コツの可視化はすごく手間

回答文書に分析を加えたもの

小林昌樹. 番外編2 レファレンスの「暗黙
知」を研究する最初の一歩は――『調べる
技術』がヒットした原理的な理由.皓星社メ
ルマガバックナンバー. 2024.7.1

・セルフレファをユーザにさせない
のならば、徒弟制（長居・下積み）が
いちばんコスト安だが…

https://researchmap.jp/shomotsu/misc/21690778
https://researchmap.jp/shomotsu/misc/21690778
https://crd.ndl.go.jp/reference/entry/index.php?id=1000197133&page=ref_view
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/
https://libro-koseisha.co.jp/webcolumn/reference_tips2_15/


スキルアップ②提言

• 「職人」にならないようにする：初心者に親切に

• PCで何をしているか（同僚や利用者に）説明しながら使う

• ベテランと新人がかぶる時間帯を

• 未解決は思い出した頃またやる
（ユーザ待ちの時間）

• 汎用ツールを実際に自分で使ってみる
契約DBなど特に ホントはAIも

• 検討会をやってみる（回答済みなど）
着手前に軽いカンファレンス（こうやってみたら、と）も

• 地元案件のパスファインダーを作る

• レファ協は事例研究の材料として批判的に（or手がかりとして）使
う

• JLAにレファの常設委員会を

• レファのインタビュー術の研修や研究はあまりない
cf. 小林昌樹. 人文系レファレンスの際、インタビューで気を付けていること. び
ぶろす (75) 2017年

36

https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10266755_po_75.pdf?contentNo=1&
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10266755_po_75.pdf?contentNo=1&
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10266755_po_75.pdf?contentNo=1&
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10266755_po_75.pdf?contentNo=1&
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① 「正ちゃんマーク」の１画
② メモ
③ 回答文書（協力レファ）

②某館のレファレンスメモ
https://crd.ndl.go.jp/reference/entry/index.ph
p?id=1000197133&page=ref_view

スキルアップ③記録
ふつう記録はなるべく簡便がよい
個人のスキルアップには、正しい記録より、なるべく多く、なるべくきち
んと参照を実行するのがGood

③回答文書（協力レファ）

https://crd.ndl.go.jp/reference/entry/index.php?id=1000197133&page=ref_view
https://crd.ndl.go.jp/reference/entry/index.php?id=1000197133&page=ref_view


ネット情報源（DB）グーグルと同じように付き合うのがよいかも…
ただし使い方…

チャットGPT

スキルアップ④AIをどうするか

当面、補助的な使い方 人が調査したものを整える、文書化するなど
レファ協フォーラムをチェックしておけば乗り遅れないかも 38



ファーストシューズの起源論をチャットGPTに聞いてみた

チャットGPT

スキルアップ⑤AIをどうするか

以前、Grokなどに聞いた時
よりずいぶん図書館ミュー
ジアム系に寄せて、限定的
に答えるようになってきた

39
Grokの場合はこれより根
拠が弱いことを、もっと
弱く表現した感じ

https://crd.ndl.go.jp/reference/entry/index.php?id=1000218916&page=ref_view
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